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解答の公表に当たって，一義的な解答が示せない記述式の問題等については，「出題の
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In publishing answers, “the intent of the questions or multiple or standard examples of answers” 
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In addition, one of the correct answers may also be given as an example of a standard answer 

for questions other than the essay-type. 
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試験科目 
Subject 

化学工学（専門科目 I） 
Chemical Engineering I  プログラム 

Program 

化学工学 
Chemical 

Engineering 
受験番号 

Examinee’s Number 
M 

 
 
問題１（ Question 1 ） 
 
 
出題の意図 
化学工学量論，燃焼における総発熱量・真発熱量，標準生成熱，物質収支，過剰空気率の決定に関する理解度を問う。 
 
解答例 
(1) 総発熱量：5.56×104 kJ/kg，真発熱量：5.01×104 kJ/kg 
(2) メタンの標準生成熱：－76 kJ/mol 
(3) 燃料（原料）ガスの組成：CH4 : 50.0%，N2 : 50.0% 
(4) 燃焼ガス（水を含むガス）の組成：CO2 : 6.9%，O2 : 4.3%，N2 : 75.0%，H2O : 13.8% 
(5) 過剰空気率：31.3 % 
 
 
 

解 答 例 
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試験科目 
Subject 

化学工学（専門科目 I） 
Chemical Engineering I  プログラム 

Program 

化学工学 
Chemical 

Engineering 
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問題２（ Question 2 ） 
 
 
出題の意図 
流動，管径縮小部でのエネルギー損失の導出過程を問う。 
 
解答例 
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解 答 例 
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試験科目 
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問題３（ Question 3 ） 
 
 
出題の意図 
伝熱論における熱伝達を含む多層壁の定常伝導伝熱に関する理解を問う。 
 
解答例 
(1) (ⅰ)  

板1の伝熱速度 𝑘𝑘1𝐴𝐴
𝑇𝑇𝑤𝑤1−𝑇𝑇𝑐𝑐
𝐿𝐿1

 

板2の伝熱速度 𝑘𝑘2𝐴𝐴
𝑇𝑇𝑐𝑐−𝑇𝑇𝑤𝑤2
𝐿𝐿2

 

(ⅱ)  

板1の熱抵抗 
𝐿𝐿1
𝑘𝑘1𝐴𝐴

 

板2の熱抵抗 
𝐿𝐿2
𝑘𝑘2𝐴𝐴

 

(2) (ⅰ) 
250 W (m2 K)⁄   
(ⅱ) 
2.5 × 104 W  
(ⅲ) 
板1における温度降下量 8.3 K 
板2における温度降下量 50 K 
 

 

解 答 例 
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問題４（ Question 4 ） 
 
 
出題の意図 
物質移動論における抽出プロセスの意義を問う。 
 
解答例 
(1)  
A: ミキサー 撹拌することで液液界面積を大きくし物質移動を促進 
B: セトラー 抽出相と抽残相に分離 
酢酸水は近沸点混合物であるため，蒸留のみでの分離は困難であるが，酢酸はイソプロピルエーテルによって抽出するこ

とが可能であり，さらに抽出後の酢酸は蒸留によってイソプロピルエーテルと容易に分離できるため。 
 
(2)  
(2-1)  

𝑀𝑀𝐴𝐴 =
4𝜋𝜋𝜋𝜋

�1
𝑟𝑟2
− 1
𝑟𝑟1
�

(𝐶𝐶𝐴𝐴2 − 𝐶𝐶𝐴𝐴1) 

 
(2-2)  

𝑘𝑘𝑐𝑐 =
𝐷𝐷
𝑟𝑟1

 

 
(3)  
(3-1) タイライン 平衡関係にある2相の組成を結ぶ直線 
 
(3-2) F 点，S 点をプロットし，M 点 (15, 35, 50) を求める。R，E の組成をタイラインに従って求め，RM，ME の長さよ

り，てこの原理を用いてそれぞれの量を計算する。 
 

解 答 例 
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